










































いてはこの 1 本だけですが、以後 70 年代に論文
が 3 本発表されました。内訳は学術誌収録 2 本、
図書収録 1 本です。ですが、この図書収録は竹内
の論文の再録ですので、論文数は実質的には 2 本
だったことになります。 80 年代には論文 6 本と
なり、内訳は学術誌 3 本、図書収録 3 本という推
移をたどります。しかし、 90 年代になると増加
して、論文 27 本、内訳は学術誌収録 13 本、図書
収録 14 本、そして研究書 5 冊を数えます。 2000
年代には論文 24 本、内訳は学術誌 23 本、図書収



















































































































































































































































































































藤田 以上、合計 10 人の方のご発表をいただ
きました。長時間にわたりだいぶお疲れかと思い
ますが、最後に 10 人の方の発表を通じて総合的
なコメントをいただきたいと思っております。ご
発表いただきますのは栗田先生です。正面でどう
ぞ。（笑）
52 
栗田尚弥
栗田先生は、先ほどの武井さんの発表にもあり
ましたように、東亜同文書院をもう一度きちんと
見直していこうということで、そういう点では先
駆的な役割を果たされた研究者です。非常に幅広
く研究されておられ、コメンテーターとしては最
適ではないかということで、本日お願いいたしま
